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1．問題の設定

　 1990年代以降、 男女共同参画を合言葉に 、 とく

に私的領域やケア領域にお ける男性の 参加が積

極的に推進されるようになっ てきた 。
「男性の 育児

参加」も言われ るようになり、父親の 子育て へ の積

極的関与が重視され、「働き方の 見直し」「仕事と

家庭生活 の 調和」とい っ た政策的議論も活発にな

されて い る。

　父親による子育て をめぐる言説空間を概観する

と、1996年 には、「伝統的な強 い 父親像」を称揚

する『父性の 復権』（林道義）が数十万部を売るベ

ス トセ ラ
ー

となるなど、父性 の 復権論とい うべ きも

の が 出版されてい る。そ の 一方で、ジェ ン ダー
平

等を前提としつ つ 、男性の家事や子育てを「父権

の復権」とは別 の 文脈で論じようとする本が多数

存在して い る。例えば、「男も女も育児時間を ！連

絡会（育時連）」の 編集した『男女対等一男と女で

半分コ イズ ム 』（育時連、1989年）や『育児で会社を

休むような男たち』（育時連、1989年）などで ある

（伊藤 2003：194％近年でも、安藤哲也『パ パ の 極

意一壮 事も育児も楽しむ生き方一』（2008、日本放

送出版協会）や、松井直輝『お父さん の ため の
一

日 10分、本気の 子育て』（2007、幼年教育出版）な

ど、同種の 本が数多く刊行され て い る。

　父親の 育児参加をめぐる言説 は、近年増大し

続けて い る が、そ の なか で とりわけ注 目されるの

は、従来、ビ ジネス マ ン 向け の 雑誌を発行して き

た出版社に よる、「子 育てする父親」に焦点を当て

た雑誌の相次ぐ創刊である。父親は、い まや、メ

デ ィア を通じて 「再発 見」され て い る とい っ て よい

だろう。で は、こ の 「父親の 再発見 」とい う動向の 背

景には、どの ような社会や家族の 変化が関わっ て

い るの だろうか 。 本研究で は、ビジネス マ ン 向け

雑誌社による育児・教育雑誌の 刊行とい う新たな

動向 に 注 目し、これらの雑誌 の 登場が持 っ 意味

につ い て考察して い く。

H メディア言説として の 雑誌言説

　フ ェ ア クラ フ（Fairdlough，　Norman）に よれ

ば、メ デ ィ ア言説の 特徴は、社会的再生産にお

い て広汎かつ 強力な影響力を行使するこ とが可

能である点にある。こ の こ とは、現代の マ ス ・

メディ ア の規模そ の もの が巨大で あるこ ととか

かわ っ て い る（Fairclough　2001＝2008 ：64あ
　メディ ア言説は、主体の 産出と深 くかかわっ

て い る。メディ ア言説は、その生産者が、独占

的なテクス ト生産権を持っ ゆえに、何を含め、

何を除外するか、事象をどの よ うに提示するか、

また 、 聴衆の 主体位置で さえも決定する こ とが

で きる。メディ ア言説は、その編成過程にお い

て 、「理想的主体 ideal　subje 〔t の ため の 主体位

置 subject 　position をそ の 中に 組 み 込 む 」

（Fairclough　2001＝2008 ：59）こ とで、諸個人が特

定の 主体として占めるべ き位置 ・空間を確保す

る。こ の 議論を　言、纛 に敷衍すれば、商業雑

誌上 の言説はメデ ィ ア言説で あり、「観衆 聴衆 ・

読者とい っ た、理想的主体に向か っ て話 しかけ

る」 （Fairclough　2001＝ 2008 ： 59）、「呼び か けの

イデオ ロ ギー
」（Althusser　 l995r2005）の 具現化

形態で ある とい うこ とが で きる。

皿．父親向け育児・教育雑誌の分析

本研究で は、父親向け育児 ・教育雑誌 の うち 、

代表 的な『プレ ジデン トFamily』・『日経 Kids＋』・

『FQ 　JAPAN 』の 記事を分析対象とした 。 それぞれ

の雑誌につ い て記事分析を行い 、どの ような内容

の記事が、どの ような比率で掲載されて い るの か

を検討した結果、『プレジデン トFamiy』には 「ハ

ー
ドな学歴志 向」が、『日経 Kids＋』に は 「ソフ トな

学歴志向」が、『FQ 　JAPAN』には 「脱 ・学歴志 向」

が見い 出された。

『プ レジデン トFamily』からは 、 ヴァ
ージョン ・アッ

プされた 「教育する家族（教育家踟 」の 姿を見 い

出すことができる。
「教育する家族（教育家族）」と

は、高度経済成長期にその 厚みを増して い っ た、

性剔 役割分業を前提としつ っ 、メリトクラティッ クな

価値の 実現を志向する家族で ある 。
「教育家族（教

育する家族）」は、親が子供 の 人間形成の 究極的

な責任者で あるとい うふ うに考え、子供の 生活

の あらゆる側面を親 の 配慮 と意思決定によっ て

組織化 して い こ うとする（広田 2001）。

　『プレ ジデン トFamily』にみ い だされるの は 、子
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どもを、家族の メリトクラティッ クな価値の 実現の た

め の ツー
ル として位置づけ、高い 学歴を取得する

ための 階報を収集し、家族の 教育戦略を組織化

す る、強化された 「教育する家族（教育家族）」の 姿

で ある。そこで 父親は、家族の教育戦略を主導す

るリ
ーダー

として描かれ 、その プ ロ ジェ クトの 責任

を
一
身に担う。

『目経 Kids＋』に見い 出されるの もまたメリトクラテ

ィックな価値実現を志向する「教育する家族（教育

家族）」の 姿で あるが、同誌は、他方で 「親子 の コ ミ

ュ ニ ケーショ ン の 重要性」や「子育ての 楽しさ」をも

強調してい る。そ の 意味で 、同誌に は 、い わ ば、
「親密性と再生産の ジレ ン マ 」がみ い だされる。

い みじくも 『プ レジデン トFamily』編集者が指摘

するように 、メリトクラティッ クな価値志向を直接的

に伝える父親向け育児・教育雑誌が支持される背

景には、「父親たち の 不安」（編集者イン タビ ュ
ー

2010．3．26）があることをふまえれば 、 子育て に関与

する父親たちが
、

「親密性と再生産の ジ レ ン マ 」を

抱えた『日経 KdS＋』上の 言説にレ リヴァン ス をみ

い ださなくなっ た こ とも故無きこ とで はない とい え

よう（同誌は 、 2010年 2月号をもっ て休刊）。 今 日の

子育てする父親たちは、い わ ば「露骨な再生産」

戦略を採る傾向にあるの ではない だろうか。
一方、『FQ 　JAPAN 』上 の言説にみい だされ るの

は、父親が取り組む 「楽しい 子育て」「ス タイリッ シ

ュ な子育て」を至上の もの とするメッセ ージで ある。

同誌で は、メリトクラテ ィッ クな価値志向は、前面化

されず 、
い わ ば、「今、ここ」の 子育て の 楽しさを大

切 にする「親密な父性」が理想化され てい る。

子育て に父親が積極的にかかわるべ き、子育て

する母親を支えるべ きとい うメッ セージを持 っ とい

う点 にお い て 、『プ レ ジデ ン トFamily』『日経

Iqds＋』『FQ 　JAPAN 』の 三誌は共通して いるが、他

方で 、大きな分断線もまた横たわっ て い る。 そ の

分断線は、「学歴や教育的価値を至上のもの とし、

企業社会で 成功する子どもの育成に勤しむ 父親

像を取り込 み 、教育産業に親和的な価値観を内

面化する父親」と、「家族と親しむ休 日や レ ジャ
ー

を大切にする、スタイリッシ ュ な父親像を取り込み 、

モ ノを消費することを是とするメッセ ージを内面化

す る父親 」とい うふ た つ の 父親像を生み 出し、そ

の 固定化に寄与する。

IV．結論
厂イクメン プ ロ ジェ クト」（厚生労働省）に象徴され

るように 、 父親の 子育て参加が称揚され 、 子育て

にかかわることを積極的に行う父親の 増加がいわ

れるようになっ て きたが、本研究が企図したの は、

そ の ような「育児する父親の 称揚」の背後に横た

わる、「もうひ とつ の現実」を明るみに出すとい うこ

とで あっ た。その 「もうひ とつ の 現実」とはすなわち、
「今、ここ」の 子育て の 楽しさを至上の もの として積

極的に育児参加する父親と、子育てをメリトクラテ

ィックな文脈に位置づけて 、戦略的にコ ミッ トする

父親とい う、「育児する父親の分極化状況」という

現実である。

父親向け育児・教育雑誌は、この ような現実の 固

定化を促す「呼びかけ」の 装置として機能して い る，
「呼び かけ」によっ て 「あらゆる主体は

一
つ の意識

を与えられ、注入され 、自分の 観念に従っ て行動

しなければならず、自分自身がもつ 自由な主体と

い う諸観念を 自分の 物質的な実践の 諸行為の な

か に 刻み 組 む よう強 い られる 」（Althusser訳書

1995 ＝ 2005 ：259頁）。 『プ レ ジデン トFamily』『日

経 Kids＋』の読者たる父親もまた、「再帰的な言説

的資源」として の 父親向け育児・教育雑誌上 の言

説を参照することで 、自らの 行動の 指針を再確認

し、雑誌上の 言説に 同
一化することで 、「主体とし

て の 父親」となる。 そ して 、グ ロ
ーバ ル 化 ・流動化

し、不安定化する社会を生き抜くために、子どもに

最大限の 資源を投資する 「主体」として、競争社会

にお い て、自己責任として家庭の 教育的組織化を

引き受 ける主 体として 歩 み 出す 。 他 方、『FQ

JAPAN 』の 読者た る父親は、「楽しい 子育て 」「ス タ

イリッ シュ な子育て 」を至上 の もの とするメッセ ージ

を内面化し、モ ノの 消費に 「常に既に」巻き込まれ

る主体となる。父親向け育児・教育雑誌の 分析か

らみ い だされるの は 、
「父親像の 分極化状況 」で

あり、それは、子育て する父親間の
、 ひ い て は家

族間の 格差拡大をもたらす危険陸をはらん で い る。
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